
























Reglus Neves Freire 1912–97） や、北米における現代宗教教育学の牽引者のひ












な教育であり教育者像だからという理由である。Mary E. Moore, Teaching from the Heart 

























































　ロジャースによる 2011 年の著作、Finding God in the Graffiti: Empowering 





4　Frank Rogers Jr., Finding God in the Graffiti: Empowering Teenagers Through Stories 






























は 1923 年 17 歳の時にテュ―ビンゲン大学に入学して神学を学び始め、1927 年に
はベルリン大学より最優秀成績で神学博士号を授与された。3 年後、24 歳で大学









に加担して国外を回りながら情報員として活躍するが、1943 年 4 月に逮捕された。
刑務所収監後、ボンヘッファーは約 2 年に渡って倫理学について執筆するが、完成
することはできず、1945 年 4 月 3 日にフロッセンビュルク強制収容所に移送され、
4 月 9 日に 39 歳で絞首刑に処せられた。それは連合軍がフロッセンビュルク強制


















































































































































9　Michael Q. Patton, Qualitative Research and Evaluation Methods (Thousand Oaks: Sage 
Publications, 2002)





























　2 つめの課題であるティーチングは、第 4 回の授業時間に実施され、スキット同
様、5 つのグループが、それぞれ準備した授業を他のグループが見守る前で行った。
スキットとティーチングの内容を文章で説明するのは困難なことではあるが、スキ
11 木下康仁『ライブ講義 M—GTA―実践的質的研究法』弘文堂、2007 年、209–16 頁


























































































































































































































































































































































































Kohlberg, “Stages of Moral Development as a Basis for Moral Education,” in Moral 
Development, Moral Education and Kohlberg: Basic Issues in Philosophy, Religion, 







者のテオドール・リップス（Theodor Lipps 1851-1914）が用いた einfühlung と
いう言葉によって始まり 15、米国人心理学者のエドワード・ティチナー（Edward 
Bradford Titchener 1867–1927）がそれを empathy と訳して以降、心理学の分















15 Theodor Lipps, Grundtatsachen des Seelenlebens (Bonn: Cohen, 1883)
16 Edward B. Titchener, Lectures on the Experimental Psychology of Thought Processes 
(New York: Macmillan, 1909)
17 Wilhelm Dilthey, Gesammelte Schriften 15 (Leipzig: Teubner Verlagsgesellschaft, 2010).
18 米国の教育学者ネル・ノディングス (Nel Noddings 1929–) は、empathy という言葉を、
engrossment という概念を用いて説明する。engrossment は、一般的には「専心」や「没頭」
と訳されるが、英語では、occupy wholly または、absorb という意味を持つ言葉でもある。
ノディングスは、共感を、「自らを他者に埋没させること」であると語り、それは感情的にも理
性的にも相手の身になって感じ、考え、また行動することであると述べている。Nel Noddings, 
Caring: A Feminine Approach to Ethics and Moral Education (Berkley: University of 




































































































21 Moore, Teaching from the Heart, 114.
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　上記の課題と重なる部分でもあるが、ナラティブ・メソッドを用いた教育方法を
取り入れる前に、まず教育する立場の者が、従来のトップダウン型の教育方法の呪
縛から抜け出し、新たな思いでこのペダゴジーと向き合うことが必要不可欠である
ように、教育を受ける側にも、それを受け入れる準備が必要となることも認識され
るべきであろう。例えば唐突に「スキットを準備してください。」という課題を出
してしまうことが、教育対象者、特に受け身型の教育に慣らされてきた学生の中に
大きな拒否反応をもたらしてしまう可能性は、容易に想像できる。さらには、スキ
ットのような表現方法に対して、それをバカにするような態度を持つ生徒がいる場
合、積極的に取り組もうとする生徒の心が傷つけられてしまうという、絶対避ける
べき状況が起こってしまうことも考えられる。「なぜナラティブ・メソッドなのか」
「そこにどういう教育効果があるのか」「なぜスキットなのか」「どうやって準備し
たらよいのか」といった問いに丁寧に答え、ナラティブと向き合う準備を教育対象
者の中でも整える作業は、必須であろう。またナラティブ・メソッドは、1 回の取
り組みだけで完結するペダゴジーではなく、頻繁に、そして継続的に、学ぶ者の自
主性を引き出しつつ取り組まれるべきものであるという認識を持つことも、重ねて
重要である。ナラティブ・メソッドを一度だけ試し、思うような成果が出ないので
もう用いない……といったことは、実際良く起こることである。他のペダゴジー同
様、教育者と教育対象者双方の、このメソッドに対する習熟度の向上が、教育効果
の増大につながるのである。
　最後に、本研究を「提言」をもってまとめたい。まずナラティブ・メソッドは、
独立独歩の方法論ではなく、学ぶ者のそれまでの体験や出会い、また学習してきた
コンテント等を結びつけ、統合するという性質において意義深いペダゴジーである
ことを認識する必要がある。近年、トップダウン型の教育方法のネガティブな部分
ばかりが強調されることが多いが、そこで取り入れたコンテントを、学ぶ者たちの
中で活かすのが、ナラティブ・メソッドである。言いかえればその両方が必要なの
であって、両者は支え合う関係にあると言えよう。
　またナラティブ（物語）を用いた宗教教育は、地球上の地域を問わず太古の昔か
ら存在し、またそれは宗教教育における最も重要かつ代表的な方法のひとつでもあ
る。印刷技術の発明以前、写書等を用いた一部の特権的でフォーマルな宗教教育や、
礼拝儀式や通過儀礼等の特別な実践的宗教教育以外の現場では、宗教的出来事や、
またそれにまつわる家族や部族、国家の興亡等に関するナラティブを中心とした口
宗教教育におけるナラティブ･メソッドの実践と効果
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承が、あたりまえのように宗教教育の根幹を成していた。本研究で用いられたナラ
ティブ・メソッドは、20 世紀後半以降の現代キリスト教神学の流れの中で確立され、
ここ 20 年ほどの間に特に宗教教育のフィールドで強調されることが多くなった比
較的新しいペダゴジーの展開ではあるが、やはりその起源は太古の昔から続くナラ
ティブを用いた宗教教育方法にある。ナラティブ・メソッドは、時代や地域、文化、
さらにはジェネレーションの壁を越えて証明され続けてきた教育効果を持つペダゴ
ジーであり、「祖父母や近所の年長者に聞いた物語から多くを学び、こんどはそれ
を自分が、自分の子や孫や、また地域の子供たちに伝えていく」といった、非常に
自然なかたちの学び方なのだ。ナラティブ・メソッドを取り入れることは、何か新
しいペダゴジーに挑戦することではなく、現代人の多くが、様々なテクノロジーの
進歩や教育論の発展の中で忘れかけていた、いにしえから続く教育のかたちに、再
びアクセスするということなのかもしれない。今後このペダゴジーが、日本におけ
る宗教教育の現場で効果的に用いられ、またそのインパクトの輪が広がっていくこ
とを祈って止まない。
